を はいた 人間の 足が いくつ も 飛んで 来る。 これ も 人間 

の 立場から は 当然であろう。 やがて 魂の 抜けた 親 熊の 

死骸が 甲板に つりお ろされ ると、 子 熊 は いきなり 飛び 

つ いて 母の 首筋に 食らい つ いて 引きずり 出そうと する 

ような 態度 を 見せる。 おそらく この 痛手 を 負った 母 を 

引きず リ ながら この 場 を 逃げ出そう とする のであろう。 

その 母 はもうと うに 呼吸が 絶えて おり、 そうして 自分 

のから だに は繩 がか か つてい るので ある。 

ァ J の 母 熊 の 肉 は 探険 隊員 の あまたの 食卓 をに ぎ わ す 

と 同時に 隊員の ビタミン 欠乏症 を 予防す る 役に立った。 

子 熊の ほう はた ぶん そのうちに 東京の 動物園に 現われ 



ジ ー の 代わりに ホッテントットで あったら どうか。 若 

干の 道徳学 者が 人道 論 を 持ち出して 映画の 公開 だけ は 

禁じられる であろう。 

チン パン ジ ー は 人間と はちがつて 動物 だとい う。 こ 

れは 動物学者が 人為的に 勝手な 理屈から 割り出し てき 

めた 分類に よるから である。 西洋人 も 日本人 も 同じ 人 

間 だとい う。 しかし A 博士の 研究に よると、 日本人 は 

血管の 分布の しかた だけから 見ても 明らかに 西洋人と 

ちが つ た 特徴 を も つ て いるそう である。 言わば 違 つ た 

じょうい ろんしゃ 

動物な ので ある。 昔の 攘夷論 者 は 西洋人 を 獣類の 一 種 

と 思って いた。 今の 米国人の 中に でも 黒人 は 人間と 



という 一 つの 統整 原理の 生命 を 吹き込まれた だけで 

こ つ ぜん 

忽然と して 「生きて」 来る。 そうして なめらかな 泥 汁 

まだ 

に ぬれた 土の 肌 も 見る見る 生き生きとした 光沢 を 帯び 

て 来る ので ある。 次に は、 この 土塊の 円筒の 頂上へ 握 

りこぶ し をぐ うつと 押し込む と、 筒の 頭が 開いて 内に 

くうどう 

はがらん とした 空洞が でき、 そうして それが 次第に 内 

部へ 広がる と 同時に、 胴体の 側面が 静かに ふくれ 出し 

P ま 

て どうやら 壺 らしい ものの 形が 展開 さ れ て 行く ので あ 

る。 それから 壺のロ 縁の 所の やや 細かい 形の モ デリン 

グが 始まる ので あつたが、 そうそう いつまでも 見て い 

る 暇がなかった から、 そこまでで 残念ながら 割愛して 



ら ないよう である。 それ はとに かく、 この 胚子の 壺の 

形が だんだんに どこまでも 複雑な 形に 分岐し 分岐して、 

それが おしまいに は クレオ パ トラに なったり、 うちの 

三毛ね こに なったり する ので ある。 クレオ パ トラで も 

ひ つ きょう 

三毛ね こで も 畢竟 は 天然の 陶工の 旋盤な しに ひねり 

つま- 

出した 壺 である。 この 壺の 中味が 問題になる ので あろ 

、つ。 

粘土がなくて は 陶器 はでき な いが 粘土が あ つ ただけ 

では やはり 陶器 はでき ない。 これ は あたりまえで ある。 

しかし この あたりまえな 事が 時々 忘却され る ためにい 

ろい ろな 問題が 起こる ことがある。 



ン はまた この ケ プレルの 作った もの を 素材と して、 さ 

らに 偉大な 彼の 力学 体系 を 建設した。 これと 同様な 例 

を あげれば 限り はな い であろう。 

みつこし 

三越で 陶工の 作業 を 見た 帰りの 電車の 中で こんな 空 

想 を 起こして みたが、 あとに なっても う 一 べん 考え直 

してみ ると、 陶工の 仕事と 学者の 仕事との 比較に は少 

なからず 無理な ところが ある。 学問の 場合に は、 素材 

という ものの 価値が 実は 非常に 重大で ある。 いい 素材 

を 発見し また 発掘 するとい うことの ほうが なかなか 困 

難で あ つ て ひと 通りなら ぬ 才能 を 要する 場合が 多く、 

むしろ それ を K つ て 下手な： K: 系な ど を 作る ことよりも、 



三 身長と 寿命 

地震 研究所の I 博士が 近 ごろ 地震に 対しての 人 体感 

覚の 限度に 関する 研究の 結果 を 発表した。 特別な 設計 

をした 振動 台の 上に 固定された 椅子に 被 試験 者 を 腰掛 

けさせ、 そうして その 台に ある 一 定 週期の 振動 を 与え 

ながら その 振幅 を いろいろに 増減す る。 そうして ちょ 

うど 振動 感覚の 限界に 相当す る 振幅 を 測定す る。 次に 

は 週期 を 変えて、 また 同じ 事 をす る。 そういう ふうに 

していろ いろな 週期に 対する 感覚 限界の 振幅 を 求めて 

みると、 おもしろい ことに は 被 試験 者の それぞれに 固 



れる。 

さて、 われわれ は 時の 長さ を この 秒で 測る と 同時に、 

また それ を 「感じ」 る。 多数の 秒 数が 経過した という 

こと は、 その 間にた くさん 歩きた くさん 踊った という 

ことで あり、 結局 たくさんの 「事」 をした ことで ある。 

人間の 人間的 活動 を それだけ 多くした という 事で ある。 

換言す ると それだけ 多く 「生きた」 という ことで ある。 

こう 考えて 来る とわれ われの 「寿命」 すなわち 「生 

きる 期間」 の 長短 を 測る 単位 はわれ われの 身体の 固有 

振動 週期 だとい うこと になる。 

そこで、 今 かりに ここに 侏 ii の 国が あって、 その 国 



この 心に て 修行すべき なり」 とか また 「水ぎ わまでの 

間にて 敵 を 仕留めよ。 陸地に てはいつ も 敵に なげられ 

よ。 大地に わが 体の 落ち着く までに 敵 を仕留 むる の覚 

悟 をせ よ」 とかいう 文句が ある。 空中 殺人 法 を 説いた 

ものである。 現代で は 競技会で メダル や カップ ゃレ 

コー ドを 仕留める だけが 目的の 空中 曲技 も、 昔の 武士 

は 生命の やりとり 空中 組み打ちの 予行 練習と して 行 

な つ たものと 見える。 

ポアンカレ 著 「科学者と 詩人」 の 訳本 を 見て いたら、 

「学者 は 普通に、 徐々 にし か 真理 を 征服し ない もので 

あります。 (中略) 実際家 は、 そのよう に 長く かからな 



ければ わからぬ 真理 は ほとんど 意に 介し ません。 なぜ 

なら、 そのような 真理 は、 実行の 機が 過ぎ去って、 間 

に 合わな くな つ てから わか つ て 来る もの だからです。 

(下略)」 

なるほど 学者の 仕事 はと かくけん か 過ぎての 棒ち ぎ 

りになる 場合が 普通で ある。 ダイナ モ がで きてから そ 

れが 発電す る 理由が 証明され たり、 飛行機が 飛んで か 

せんめい 

ら、 それが 飛べる 必然性が 闡 明され たりす る。 大地震 

が 襲来して 数万の 生 霊が 消散した 後に そ の 地震が 当然 

来る はずで あつ た 事が 論ぜられ たりす るの は 事実で あ 

る。 



感ぜられて 来る。 そうして 心しず かに 星 を 仕留める こ 

とがで きた。 

水泳の 飛び込み でもお そらく 習練 を 積む に 従って 水 

ぎ わまでの 時間が 次第に 長くな つて、 ゆるゆる 腰刀 を 

抜いて 落ち着いて ねらいすまして 敵 を剌す ことができ 

るよう になる ので はない かと 思われる。 

(昭和 八 年 三月、 改造) 
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